





























郷村」 、 「伊南村」であったが、平成十八 （二〇〇六） 年三月二十日にこの二村と「田島町」 、 「舘岩村」の計一町三村が合併して南会津町が誕生している。　
南会津で農民による歌舞伎が盛んだったのは、この地域の人々が







































に幕府は風俗が乱れるとの理由で女歌舞伎を全面的に禁止した。代わって、 「若衆歌舞伎」が現れたが、若衆歌舞伎は巷に流行していた男色趣味と一体となって展開したため、幕府は承応元 （一六五二） 年にこれも禁止 した。　
しかし、若衆歌舞伎の復活を強く願う大衆の訴えが幕府に聞き入












同霜月之始上よりも、御伊勢天照大神奥州へ御下之由申来り、村々郷々にて御宮作立、其上たんす、もち、御酒を作り、上よりのおしえ歌うたい申御伊勢おどり有り 信心ふかき百姓肝いりの家には景銭金子、銀子が家の内へふり来り、村々郷々ニよて二間三間有り、若松宿中にては、来春中正月條五手六手二組みおしたて五六日おどり御座候、会津はじまり奥州になき金銀あやにしき、其外たくひなきいでたち有 日本に有外ま び殊有り、御伊勢宮の儀は若松の山々ニ祝立てお納候、とう の神とは申世共、稲河村々の御殿入御幣□儀従塔寺皆々相納申候
　
この記述からは伊勢踊りが会津の村々に受け入れられ、人々が熱






























































陸奥会津藩二十三万石の藩主となった。こ 時、それ以前の会津藩に含まれていた会津郡、大沼郡 岩瀬郡、下野塩谷郡の内高合わせて五万二千石余が保科氏の預かり地となり、このうち岩瀬郡 除いた分を南山御蔵入領と称した
（７）
。御蔵入領とはすなわち幕府の直轄領





































であったが、会津地方には半分米 半分貨幣の「半石半永」 認められ、南会津地方については「皆金納制」も認められて た。しか
6−65−
南会津の地歌舞伎とその衣裳について


































高く評価され いた。また 南山御蔵入領を代表す 産物に麻、カラムシがあり、商品経済が活発になる江戸中期・後期頃からは麻、カラムシ売買により豪商が出現し 。彼らは豊富な資金で歌舞伎衣裳や小道具、カツラなどを買い集め、歌舞伎衣裳 レンタル業を開始するようになる。そのことが南山御蔵入領の歌舞伎文化の形成に大きな役割を果たしたと記されてい 。　
このようにこの地域の農民は現金収入を得るために積極的に領外
へ出稼ぎに行き、また商品作物の販売を通しての他地域との交流によって視野を広げた。北関東との交流 、芸能に触れる機会を得たことが、この地域での農民歌舞伎の隆盛に繋 った であ う。また、商品作物を扱って富を得た豪商は歌舞伎 関する関心が高く、貸衣裳業を営むことによ 、こ 地域の歌舞伎の振興に大いに貢献した。 御蔵入領であ たため、 歌舞伎の取り締まり 比較的緩やかだったことも幸いした。



















関すること、狂言 （歌舞伎 関す こと、信仰に関すること、出産に 田島茅手に関することなどである。解説には「近世の伊南郷では他邦、他郷に出稼ぎ ほどの屋根葺き職人はいなかったようである。伊南 伊北、金山谷において冬期間男女が従事したのは専ら麻 」とあり、伊南郷では冬期間に麻に関わる仕事があり、屋根葺き職人として出稼ぎする必要がなかったとみられる。
『萬事覚書帳』の歌舞伎に関する 事には次のようなものがある。
なお、西暦年については筆者が加えた
貞享五 （一六八八） 年八月五日青柳村之きやうげん （狂言） 、当所へよび申候、宿吉右衛門元禄三 （一六九〇） 年八月六日之晩ニ山口村常法院家より火出、道東不残焼申候、其夜山口ニテ京げん （狂言） 御座候元禄四 （一六九一） 年九月七日大新田長作所 テかぶき （歌舞















































































むったため、歌舞伎が上演されることはなく、ようやく明治末になってから会津若松の七日町 若松座ができ、東京の一座を招いたが、南会津地方では相変わらず「習芝居」 盛んで ほぼ集落ごとに常設か、組立式の舞台を持ち、ある は細木で舞台を組み、若者を中心とした一団が 元の地名を付し 座名を付けるなどして自ら演じていた ある。　
また、南会津地方で地歌舞伎が盛んであることについて、明治二






















集めの行事として盛んに上演されていた。南郷村でも山口、大橋、片貝 部落に八年前まで地芝居が上演されていた。この地方では各地の地芝居をいずれも部落名または村名をつけ 、「大宮芝居」 「大橋芝居」などと呼んでいる。
　





」 、 「仮名手本忠臣蔵」 、舘岩村福市座の「絵本太閤記」 、大川村大












授したのが山口芝居だと記している。当時の台本が酒井円造 （三太の孫） 氏宅に保存されているが、台本 古いも 明治十五 （一八八二） 年のものであり、明治中期頃が地芝居の盛ん 行われた頃であろうと推定している。大橋の地芝居も惣七が伝授したとい るとのことである。　
山口の地芝居は大正初期から中断してい が、昭和二十四 （一九






















































に第一回台帳整理が行われ、昭和六十三 （一九八八） 年十月に実測・写真撮影が奈良県立博物館菅井学芸員 福島県立博物館佐治学芸員により行われた。さ に翌十一月には川俣町文化財保護審議委員山根正平氏により、織・染色の調査が実施され、さらに第二回の台帳整理が行われている。平成二 （一九九〇） 年には南郷村指定重要文化財に指定されている。平成八 （一九 ） 年には山根正平氏に再調査を依頼し、第三回の台帳整理を行っている。　
また、県内外の博物館・美術館の企画展等に歌舞伎衣裳の貸し出
しが行われており、平成元 （一九八九） 年四月には奈良県立美術館企画展に、平成七 （一九九五） 年 は福島県立美術館企画展とかわまたおりもの展示館に提供している。その後、平成十七年に福島重要有形民俗文化財 指定されたことは既 述べた通りであ 。　
平成十六 （二〇〇四） 年の福島県文化財保護審議会調査時に確認





























































































































平野家が扱った産物は麻とその製品、ヘラとシャモジなどの木製品、米、味噌、塩などの食品であった。麻は麻糸や川漁の漁網に 化し 日光街道を馬で栃木県に運ぶなど関東との取引が多かった。ヘラとシャモジはブナ林を買い取って生産した。ヘラは栃木県鹿沼市の古峯神社、千葉県成田市の新勝寺、広島県宮島町の厳島神社にそれぞれの焼印 押して大量に納めた。米、味噌、塩 村内と舘岩村が販売先だった。また、博労として馬の売買や鍛冶も行い、銅を産する鉱山も持ってい 。明治初期からは製糸工場を経営し 桑 栽培して養蚕 営むほか繭
を買い集めて生糸を生産し、横浜から海外へ輸出した。このため、敷地には米蔵、味噌蔵、塩蔵、ヘラやシャモジなどの荒物を入れる上ノ蔵など、品物ごとの蔵が七つあった。これらから得た財力をもとに歌舞伎衣裳を文化・文政頃から大正頃まで買い求め、昭和三十年代まで貸し出した。妻は自ら衣裳を縫った。衣裳の他、真剣の刀・脇差・短刀、芝居用の薙刀・刀、小道具、三味線・太鼓・笛などの楽器、浄瑠璃本も貸し出 た。衣裳貸し出しには三人ほどが「衣裳まわし」の役目で同行し、楽屋で出番を見て衣裳を準備した。こ 平野家の歌舞伎衣裳類は古町で昭和四十三年頃に明治百年記念として仮装行列を行っ 際に貸した後、一括し 伊南村に寄贈した。
　
この記述によれば、平野家は豊かな財力を基に歌舞伎衣裳を買い
集めるとともに自ら制作も行って貸し出し、さらに役柄に合わせて衣裳を選び、着付を行う「衣裳まわし」と呼ばれる人材派遣業も行うなど、き 細やかなサービスをしていたこ がわか 。　
伊南の歌舞伎衣裳と道具は平成二十三年に福島県重要有形民俗文
化財に指定され 現在は奥会津博物館・伊南館所蔵となっている　
平成二十二 （二〇一〇） 年 福島県文化財保護審議会調査時に確































































































「習芝居」が盛んに行われた。この地域は標高の高い山岳地帯でありながら、年貢などの取り立ては厳しく、領民は農業だけでは年貢を納めることができ かったため、屋根葺き 出稼ぎや、麻や木製品などの交易を通して北関東方面との交流を盛んに行った。そのため、歌舞伎などの芸能に親しむ機会にも恵まれたのではないかと思われる。農民の生活は豊かではなかったが、それだけに芸能に対する関心は強くなったのかもしれない。米作に適さない恵まれない自然環境と厳しい年貢の取り立ての中 、地芝居に打ち込んだのは、現世ではかなわない憧れの人物に舞台の上で一瞬なり も りきろ
うとする思いがあったのかもしれない。見事に演じきった時の感動と観客から寄せられる拍手喝采の醍醐味が忘れられなかったことであろう。ほ んどすべての集落が常設や仮設の舞台をもち、神社の祭礼、建て替え、修繕等の費用を捻出するために芝居を上演し 観客は花代を惜しまなかった。神社 氏子としての信仰心と歌舞伎を演じることに対する情熱が相まって、村々が互いに競い合ってより高度な芝居を目指したという。　
また、商業で財を成した富豪が、副業として歌舞伎衣裳の賃貸を
行ったが、衣裳の補充や制作、手を加えるなど 工夫 しながら、「衣裳まわし」を派遣して役柄に応じた衣裳の選択や着付を行った。副業として行っていたとはいえ、歌舞伎の振興に大いに貢献するいう役割を十分に果たし 思われる。現在残されている歌舞伎衣裳を見ると、地芝居が盛んだったころの舞台の躍動感 伝わ くる。　
歌舞伎を演じることは農民にとって、経済的にも、時間的にも大





平成十五年 （二〇〇三） 十二月二十二日、平成十六年十一月二十九日に、 「伊南の歌舞伎衣裳と道具」について平成二十二 （二〇 〇） 年十一月五日、六日に行われた。
（２） 服部幸雄 『江戸歌舞伎論』法政大学出版局、一九八〇年、服部幸雄
他編 『歌舞伎事典』総説、平凡社、一九八三年、服部幸雄 『江戸の芝居絵を読む』 、講談社、一九九三年による。









（（）菅野康二 『会津の屋根職人』 、一六一～一六三頁 歴史春秋社、二〇〇 年
（




（（）渡部康人 『会津の歌舞伎史を訪ねる 八十五頁 歴史春秋社、二〇一四年
（
（5） 伊南村史編纂委員 編 『伊南村史』第五巻、伊南村 二〇〇〇年 『萬
事覚書帳』六十五～一五六頁、 『覚』四二五～九八〇頁
（

















国立歴史民俗博物館編集 『江戸モード大図鑑―小袖文様にみる美の系譜―展図録』 、国立歴史民俗博物館 （同企画展は一九九九年十月～二〇〇〇年十二月に国立歴史民俗博物館・他三館で開催）福島県立美術館編集 『歌舞伎の衣裳展図録』 、一九九五年、福島県立美術館 （同企画 は一九九五年九月～十月に福島県立美術館で開催）
（
（（） 小沢正夫校注・訳 『古今和歌集』 、 一六八頁、 小学館、 一九七一年には、









A Study of Local-Kabuki and Its Costumes in the Minami-Aizu area
─ On the Basis of Kabuki Costumes of Nangou and Ina ─
 Mayumi  Tanabe
Because of a mountainous region, the rice crop was poor in Minami-Aizu area. During the 
winter, many peasants had to go to North-Kanto where they earned money by rethatching a roof. 
They enjoyed Kabuki performance in their spare time, and learned how to play. After they came 
back to their home village, they began to play Kabuki.
The peasants of the Minami-Aizu area had been staging Local-Kabuki from 1680’s through 
1960’s. Local-Kabuki still is played in only certain areas, e.g. Hinoemata. Kabuki was not 
performed since a long time ago in Nangou and Ina, but the Kabuki Costumes of these areas are 
well preserved. These costumes are valuable cultural properties for understanding Local-Kabuki 
in the Minami-Aizu area.
